
 
 

 

燃料タンクにおいて、燃料タンクキャップのシール性評価及び当該キャップに組付けられたパッ

キンホルダの寸法が不適切なため、パッキンが燃料で変形すると、キャップを閉めた際にパッキン

がずれ、シール性が不足することがある。そのため、燃料が多い状態で急減速をすると、燃料がパッ

キンのシール部から漏れ、ドレンチューブより排出されるおそれがある。また、洗車時に水がシー

ル部からタンク内に浸入すると、エンジン不調やタンク底部が錆び、そのままの状態で使用を続け

ると錆が進行し、最悪の場合、燃料が漏れるおそれがある。 

改善の内容 

 全車両、燃料タンクキャップを対策品と交換するとともに、当該キャップのシール状態を点検

し、タンク内への水浸入を確認する。水が浸入している場合、鋼板製燃料タンク装着車両は、燃

料タンク、燃料ポンプ、インジェクタを新品に交換し、チタン製燃料タンク装着車両は、燃料ポ

ンプ、インジェクタを新品に交換する。 
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識別：車台番号打刻部付近に黄色の識別ラベルを貼付する。 

注：      は交換または点検結果により交換する部品を示す。 
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